
第三者研究会での意見の概要及び意見に対する対応状況 

１．第三者研究会の名称  ITを活用したマルチモーダルな交通環境家計簿に関する研究会（メンバー及び開催状況別紙） 
 

２．第三者研究会での意見の概要及び対応 
意見の概要 意見に対する対応状況 

① アンケート結果について、結論だけでなく結果に対する

具体的記述があっても良いのではないか。 
 
② 家計簿 HP へ誰がアクセスしたかが把握可能であれば、
家計簿の交通行動への影響がもう少し明確になるのでは

ないか。 
 
 
③ モニタの心理状況の継続性について調査してみる必要が

あるのではないか。以前、札幌で行った TFPの実験では、
1年後にアンケート調査を行っている。今回の実験でも 1
年後にもう一度アンケート調査を行い、効果が継続して

いるかどうか確認してはどうか。 
 

・報告書第 3章に記述している。 
 
 
・システム上、IPアドレス毎にはわかるが、個人毎にはわか
りにくい。ただし、アンケート結果によれば家計簿を閲覧

できる GPS/IC群において、より大きな意識の活性化が確
認されており、家計簿の影響があったことがわかる。 

 
・今後、改めて検討する。 

 


